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1．は じ め に

　か つ て夏 目漱 石 は 、煩悶 を繰 り返 した英国留学にお い て 、進化論 の 呪縛か ら解放 された

境地を 「私は 軽决な心 をもっ て陰鬱な倫敦を眺める こ とがで きた 」 と 「私 の 個人主義」 （学

習院で の 講演録）の 中で 記 したが、the　g1IQQu1y　city 　of 　London は 「転移修飾 （transferred

epithet ）」 と呼ばれ る 言語現象で あ る。同様の 事例 と し て 、　 I　drank　a 迦 竝 cup 　of 七ea ．［＝ I

drank　a　cup 　of　tea　h鋤 」も
一
般的に指摘 され るが ［柴 田

・藤井 （1985 ：203）］、そ の よ う

な言語 表現 に 関 心 を払 うこ とな しで は 、 英語 圏 の い わ ゆる
“
educated 　people

”
が もつ 英語

ら しさを感得す る こ とは到底望 めな い 。

　ま た、最近 再発 見 し た英語文 に This　pleasure ＿
，
　and 　has　nothing 　to　do 劃

gdeSpe1aile −Uegg −gLyQu1 ；−Qwpe 　e　ate 　 eed 　 f　 ・（B ．　Russell，　The　Oonquest 　of ” ap ρiness，1930 ）とい うもの

があ っ たが、こ れ も下線部は ［with 　what 　you　need 　desperately］と解釈 す る の が 自然で あろ

う。ただ し、desperate　need （死に物狂 い の 必 要性）と聞 い て も、言語 学者や 辞書編纂者で

もなければ、それほ ど意味関係 の 違和感 を覚え る こ と の な い 卑近 な例 （目常的複合語 ）も

多数存在す る
一 their　married 　life（⇔ “1ife　is　married ）11iberal　educationf 　dead　fencel

criminal 　court 〆sick 　room ／the　poor　law 等、枚挙に 暇 がな い が、よ く観察 し て み る と、修

飾語 と被修飾語 （名詞句の head） との 意味的結合度合い に違い がある よ うだ。

　 「転移修飾 （transferred 　epithet ）」 を単なる英文学的修辞 とい う枠組み で は なく、言語

学的枠組み にお い て、こ の 言語 表現 を捉 えた Robert　Hall（1973）の 洞 察は看過 できな い
。

また 、それ を構文論 と して 扱 う黒 田航（2011）も示唆的内容 に 富む 。 加え て 、最近 の 認 知言語

学的メ タ フ ァ
ー論か ら の 分析 も進 ん で い る 。 今回 の シ ン ポ ジ ウム の 魁 と し て 、転移修飾を

採 り上 げ、そ の 分析 と接近法 を提示 する。
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2．転移修飾 （transferred　epithet ）とは何か
一一その 実態を分析する

2．1 一
般的定義 と特徴

　英語学研 究にお い て 、こ うした修辞的事項に詳 し い 時代 に編纂 された 『英語学辞典』（研

究社）及 び 『新英文法辞典』（三 省堂）に 依拠すれば、7｝Tansferred 　Epithet とは 「Hypallage

［代換 ・転喩］の特殊な もの で 、 英語 で は、い わば hypallage　of　the　adjective 　 本来属すべ

き語か ら離れて 、形式 上他の 語の 修飾語 と して 用 い られた形 容詞及 び そ の 用法 」 と大括 り

で定義す るこ とは
一応で きる 。

　こ の言語 表現の 典型 的事例 は本稿第
一節 にお い て指摘 した よ うに、

“ Idrank 　a 　h箜 竝 cup

of　tea ．
”

の ような構文だ が、こ の
“
a　hasty＋ N

”
構造を BNC100 万語サ ン プ ル Corpus

（BYU ・BNC ）で検索 し て み る と、 316 例を確認す る こ とが で きた （hasty　meals の 出現頻

度が高 い ）　　 文体的分類では 、Fiedon（134）f　Newspaper （39）1Non −Acad （37）1Acad

（31）ノMagazine （15）ノSpoken（2） ［（ ）内の 数字は token 数］。こ の 結果か ら、7｝ansferred

Epithet は 「極 め て 文語的 ・情緒的 ・強意的表現で あ る」とい う傾向 を看取す る こ とがで き 、

当該表現に対 して 英語学習者が漠然 と抱い て い る印象の 正 当性 が具 体性 をも っ て 証左 され

る 。

　こ こ で 、い くつ か 代表 的な散文事例 を提示 して お く。

（1）Her　cheeks 　are 　streaming 　with 　tears／What　i　norant 　sin 　have　I　commit ［t】ed ？

　 （知 らな い うち に
一

体どん な罪を犯 し た の だろ う）　　　　　　 （Shakespeare，
　Othello）

（2）Let　us 　speak 　our 　free　hearts　each 　to　other ．

　 （お互 い 心 の 内を 自由に話そ う）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Sh．
，
　Macbeth）

（3）1　led　them 　on 　in　this　distracted　fear．

　 （こ の 恐怖 の 中 に 彼 らを気 も狂 わ ん ば か り と 陥れ た ）（Sh．
，
A 　Midsumm 　er−IVigh　t　’s 　Dream ）

（4）They 　had 　killed　each 　other 　in　their　drunken 　wrath ．

　 （彼 らの 酔い に任せ た 怒りで 殺 し合っ た）　　　　　　　 （Stevenson ，7｝teaSttre 　lslandi

2．2Ha 皿 （1973）の 言語 学的示 唆

　米国 の 言語学者 Robert　Hall （1911 −1997 ）
1 ）が言語学誌 五血 g α∫5 漉 血 gα1朋 voL4 （1973）

に Squibs ＆ Discussion と して 発表 し た PG ．　Wodehouse と い う作家に お け る転移修飾 に

つ い て の 考察は 、従来 の 修辞学的技法 と して の 転移 修飾 を言語学的構 文論 と して 扱 っ た示

唆 に 富む論考で あ る と考え られ る。も っ とも、そ れ に 60 年 も先行 して Otto　Jespersen

（1860 −1943）が文法的観点か ら転移修飾 を Modern 　English　Grammar 　II （1913）の Shifted
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Adjunct の 項で 分析 し て い る こ と は指摘 して お か ね ばな らな い
。

　Hall（1973）の 指摘する Wodehouseか らの 典型 的事例 か ら い くつ かを抜粋す る 。

（5）Ibalanced　a　Ut　1QUgnUu1h　 htf　l　lump　of　sugar 　on 　the　teaspoon ．

　　　⇔ 1　 balanced　a 　lump 　of 。，．1エm pth　 htf　l
，
　and 　I　balanced　a 　lump

　　　　　of 　sugar 　on 　the　teaspoon ，

（6）He 　was 　now 　smoking 　a　sad 　cigarette 　and 　waiting 　fbr　the　blow　to　fal1．

　　　⇔ He　was 　now 塾 smoking 　a　cigarette 　and 　waiting 　fbr　the　blow　to　falL

（7）　．，．and 　though 　somebody 　had 　opened 　a　tentative　window 　or　two，＿

　　　⇔ ＿ and 　though 　somel ）ody 　had 　opened 　a 　window 　or　two 鋤 ，＿

（8）As　I　sat 　in　the　bath−tub，50aping 　a 　meditative 丘）ot ，．．

　　　⇔ As　I　sat 　in　the　bath−tub ，　soaping 　a　fbot− ＿

（9）．，．，he　slipped 　a　remorseful 且ve
−
pound 　note 　into　the　other ’

s　hand，

　　　〈→　＿，he 劃 ヱ slipped 　a 　five・pound 　note 　into　the　other
’

s　hand，

（10）As　he　turned　from　waving 　a　g姻 hand　at　the　departing　car ＿

　　　⇔ As　he　tumed 　from　g鋤 waving 　a 　hand ＿

（11）The　first　thing 　he　did　was 　to　prod　Jeeves　in　the　lower　ribs 　with 　an 　uncouth 丘）re
−

　　　finger．⇔ ＿ to　prod　Jeeves　in　the　lower　ribs 　1ulpgQu1ln1yncouthl 　 with 　a　forefinger．

　　これ らの 事例か ら、次の 2 つ の分析が提示 され る。

　［分析 1】We 　might 　interpret　the 　adjective ，　in　the　constructions 　Adjective＋ Noun，　as

equivalent 　to　an 　adverb 　transferred　from　its　position　modifying 　the　verb 　of 　the　clause ．

（形 容詞 ＋名 詞構 造に お い て 、当該 の 形容 詞 は節1文 の 述 語動詞 を修 飾す る位置に あ っ た副詞

が転移 した も の と等価で ある と解釈で きる）　　　　　　　　　　　　 【Hall （1973 ：93）］

　［分析 2】These ［Adverb ＋ Verb　constructions 】
，
in　their　turn

，
　involve　a　refbrence 　to　the

subject 　of 　the　verb 　in　each 　instance，．．．

（副詞 ＋動詞構造がそれぞれ の 事例に お い て 動詞 の 主語 に対す る言及 を含む → こ れ を敷衍す

れ ば 、 転移修飾 も同様に主語指 向性 を もつ とい う解釈 を許す）　　　　 ［Hall （1973 ：93）］

　特 に ［分析 1】に 基 づ く構 文化を形 式化 して 示 せ ば、He 　was 　sad ，＋ He 　was 　smoking 　a

cigarette ．⇒ He 　was 　sadly 　smoking 　a 　cigarette ．→ He 　was 　smoking 　a 　sad 　cigarette ，とい

う生成段 階を認識する こ とが で きる。こ こ か ら分か る こ とは 、こ の SVO とい う単純な文型

の なか に 2 つ の 命題 、す なわ ち 2重判 断が 共存 して い る こ とで ある。安井 （1976：176）の
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表現 を借 りるな ら、「これは 、転移修飾語を含む表現が非常に 圧縮 され た表現で あ り、表 面

的 な形式 と、意 図 され て い る意味 との 問に は、い くつ か の 中間段階が介在 して い る 」 とこ

ろ に本質的特徴を見出だす こ とが で き る。

2．3 英語類似構文 との 混成（hybrid）の 可能性

　い わゆる軽動詞構文 （Light　Verb　Construction＝ 1、ight　Verb（haveXtake！makeXgive ）＋ 不

定冠詞 A ＋ Noun ［VLconversion　type が 多い ； eg ．　look／smile 　t　argument 等］） との 類似性

を黒 田 （2011 ）は指摘する。次 の 事例は黒田 （2011）に 基づ き、本稿筆者が修正 した もの

で ある 。

（12）John　had　a 　close 　look　at 　the　document．

　　〈⇒ John　looked　at 　the　document蠍 ．

（13）The　princess 　 ave 　him 　a　 ateful　smile ，

　　⇔ The 　princess − ．

（14）She　had　a 　harsh　ar 　 ment 　with 　her　husband ．

　　⇔ She　q幽 with 　her　friend　h幽 ．

　しか し、こ れ らの 場合に は、
“

look　is　close ” “

smile 　is　gra 七eful
” “

argument 　is　harsh
”

と

い う意味 関係 が容易に 成立する 点 に 、転移修 飾 の もつ 「概念 結 合 の 距離感 」 とは異な る 側

面を看取する こ とが で きる 。 而 して 、次の例文（15）は 二 通 りの解釈（alb ）を許容す る 。

（15）Kate　took　nice 　pictures ，

　　⇔ a）Kate　took 　pictures 　nicely ．

　　⇔ b）The　pictures 　Kate　took　are 　nice ．

2．4　日本語表現の 場合の特徴

　HalI （1973）は 次の Wodehouse 例文 を提示 する こ とによ っ て 、転移修 飾の 高次元 の機能 と

して は、文法的主語 との 直接的関連性 を持たせ なが らも、直近に関与す る人物の抱 い た感

情に言及す る こ とを止 めない 技巧 で ある こ とを評価 し て い る。

（16）It　was 　plain　that　1　had　shaken 　him．

　　toast　fell　from　his　grasp．

His　eyes 　widened ，　and 　an 　astonished 　piece　of
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“bringing　the　transferred 　epithet 　into　direct　relation 　to　the　grammatical 　sublect 　of

the　 sentence ，　 but　 preserving　 its　 reference 　 to　 the　 emotions 　 of　 the　 person

immediately　concerned
”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［Hall （1973 ：94）1

　 こ れ は転移修飾 の もつ 極 め て 情緒的 ・感情的効果 を強調 し た も の で あ る と解する こ と が

で きるが、日本語の 場合、そ れ は主 に 「情意」 を表わすシ ク活用 形容詞 （美 しく／麗 しく

／嬉 し く／悲 し く）　 が 体言 に 係 る修飾語 と し て 共 起す る の で は な い か と推測 され る 。同 じ

形 容詞 で も、主 に 「状態 」 を表 わす ク活用 形容詞 （高 く／広 く／狭 く／少 な く）に は こ の

機能は能わず
2 ）。次の 事例は いずれも黒田 （2011）か らの 抜粋で ある。

（17）私は楽 しい 余暇を過 ごす 。

　　 ⇔ 私は楽 しく余暇を過 ごす。

（18）私は気持ちよ い オ フ ロ ー
ドを走 り抜 ける。

　　 ⇔ 私は オ フ ロ
ー ドを気持 ちよ く走 り抜 ける。

（18
’
）k 私 は 気持ちよ い 眼球を動か し た。

　　 ⇔ 私は気持 ちよ く眼球を動か した。

（19）私はす ばや い 朝食を とる 。

　　 ⇔ 私はす ばや く朝食を とる。

（19
’
）
de
私は すばやい 周囲を見回 した。

　　 ⇔ 私はすばや く周囲を見回 し た。

（20戸 私 はす で に 深 い 彼女を愛 し て い た。

　　 ⇔ 私 はすで に彼女を深 く愛 し て い た。

3．転移修飾 （transferred　epithet ）の 機能一 fivm　Stylistics　to、llraemain
’
es

　そ れ で は い っ た い 何 の た め に 転移修飾は 使 われ る の か。散文 よ り韻文に 多い とい う現実

に 鑑 み ると、次の よ うに 文体論的効果 （stylistic 　effect ）に 焦点 が 当 て られた解説 は 首肯で

きる。

　　 「…詩 の 言葉 が 意味の 連絡性 （coherence ）を で き る だ け 減 じ よ うとする 傾 向を もつ ため

　　　で あろ う。普通 の 二 次的要素を普通 の 形式 で
一

次的要素に 添 え る ときは 、構 文 の 連絡 は

　　　容易で あ り、意味 は 明瞭 で ある 。
こ れ が散文 の 目的 とす ると こ ろで ある。しか し詩は意

　　　味の 統一性 （unity ）と志 向性 （intentionality）を重ん じ る。た とえば
一

次的要素 にそれ

　　　 と意味上十分連絡 しない 二 次的要 素が 添 え られ た 場合、そ れ を 理 解す る ため に は 、二 次
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的 要素 とうま く連絡す るような別 の
一

次的要素や事物 を文脈 の 中 あ る い は 外 に求め な け

れ ばな らな い 。 こ の 努力 が構文 の 志向性 を増す こ と に な るの で あ るが 、それ は連絡性を

犠牲に して得 られた もの で あ る と言えよ う。 」　　　　　　　　　 ［佐 々 木 （1955156 ）】

　上掲の 佐 々 木 （1955）の 主張 を文学的脈絡か ら言 語学的脈絡に （文字 どお り）転移 させ

て 、語用論的効果 （pragmatica］　effect ）に つ い て 説明すれ ば、次の よ うにな ろ う。

　まず 、 表層 的に はお よそ関連性が ない と思われ る修飾語 と被修飾語に よ り構成 された名

詞 句 を話 し手 （あ る い は書き手）が 提示する こ と に よ り、聞き手 （ある い は 読み手）に 「意

味の 結束性 （semantic 　 coherence ） の 破壊」が行 なわれ て い る こ とを感 じさせ る 。
こ こ で

い う 「意味の結束性 （semantic 　coherence ）の破壊」 とい うの は、今や 語用論 （pragmatics ）

の 古典的研究 ともい うべ き Paul　Grice （1913 −1988）3 ） の 「会話の含 意 （conversational

implicature）」 を措定するため の 「協調 の 原理 （cooperative 　principle）」 とそれ を構成する

「4 つ の 公理 （four　 maxims ）」 に着 目す る こ とで 説明す る こ とが でき る 。 我 々 の 日常的言

語活動 を支配する 「協調 の 原理 」 に は、それ が機能するた め の 下位規則 （哲学用 語 で は格

率）と見做 され る 「量 の 公 理 （Maxim 　of 　Quantity）」 「質の 公 理 （Maxim 　of　Quality）」 「関

係 の 公理 （Maxim 　of　Relation）」 「様態 の 公理 （Maxim 　of 　Manner ）」 が過不足 な く働 くこ

とが肝 要 で あ るが、名 詞句 にお け る 「意味 の 結束 生 の 破壊 」 が 認 め れ た揚合に は、表層的

には 「関係 の 公理 」 や 「様態 の 公理 」 が破 られ て 、ナ ン セ ン ス な語の 結合 （例 えば、colorless

green　idea の よ うな名詞句産 出）が行 なわれ て い る と聞 き手 （ある い は読み 手）には感 じ

られる．しか し、次 の 段階で 、発話者 （あ る い は作家）が聴者 （あ るい は読者）に対 して 、

破壊的 とも い うべ き非意思伝達行為に 出て い るの で は な く、何 らか の メ ッ セ
ー

ジ を伝え よ

うと して い る こ とに確信をもち、そ の 前提に 立 つ な らば一 すなわ ち、協調の 原理 は遵守

され て い ると想 定す るな らば、お の ずか ら 下位 の 4 つ の 公 理 も遵守 され て い る と い うこ と

にな る 。 そ こ で 、第 三 段 階 として は、聞 き手 （ある い は読み 手）は 「推論 （inference）」 を

働 かせ 、 当該名詞 句 を含む発 話 （ある い は 文 ）が産出 され た 場 面 （context ）を頭 の 中で 再

構築 して 、実は 関連 性 の ある語 を連結 した意味の あ る名 詞句で あ ると解釈す る 。
こ れ に よ

り、「意味の 結束性の 破壊」を感 じ させ た発話者 （あ る い は作家）の 発語 内行 為 （illocutionary

act ）は有意義 なもの となる
一一すなわ ち、結果 と し て 、発話者の 意図 を高め る こ と （to

enhance 　speaker
’

s　intentionlintentionality）に つ な が る か らで ある 。

　 こ の よ うな （従来は盛んに行 なわれて い た）英文解釈 の 過程は、発話者 の 視点 の 置き方

と動 きを正確に捉 える能カ
ー 換言すれ ば、発 話文 （text） の 背 景にあ る脈絡 （context ）

を再構築 して 、発話の 意図を読み解 く能力 （語感） を涵養するこ とに寄与する。 転移 され
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る距離が遠 けれ ば遠 い ほ ど、発 話者 の 意図 は高 め られ 、それ を解釈する 学習者の 能力 も向

上する 。

4．お わ りに

　転移修飾 （transferred　epithet ）を著述家が使 う単な る 文体論的手法 と考え れ ば 、 そ の 理

解力は 特殊 な場合に限定 され る文 学的色彩 の 濃 い 修辞的 言語能 力 に関わ る問題 で あ ろ う。

し か し、それを 日常的言 語生活 に現 われ る語用論 的手法 で あ る と考 えれ ば 、そ の 理 解力 は

一
般性 をも っ た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン能力 （communicative 　competence ）の

一一
部を形成す る

言語 学的色彩の 濃い 修辞的言語 能力に 関わ る問題 と い うこ と に なる e

　本稿では 、上掲後者 の 立場 を明確 に支持 す る こ とに よ り、転移修飾を含む
一

連の 英語構

文に習熟す る こ とが学習者 の 語感 を向 Eさせ る こ と に 効果 的に 寄与す る こ と を 主 張 し た
。

　最近の 認知言語学研 究にお ける メ タ フ ァ
ー ・

メ トニ ミ
ー

理論 を適用 した転移修飾分析 も

興味深 く看過 で きな い と こ ろが あ る が
、 それ につ い て は回を改め て 論 じ る こ とに した い

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1） Robert　Anderson 　Hall
，
　Jr．（1911・1997）は 米国の 言語 学者兼 ロ マ ン ス 語学者で あ り、本

　文中に言及 した作家に関わる The 　Wodehouse　Society（US ）の 初代会長で もあ る。日本人

　研究者 と は コ
ーネル 大学教授時代に接触が 多か っ た と思われ るが、戦後ガ リオ ア 資金 で

　コ ーネル 大学に留 学 した ［故］鳥居 次好 教授 が静岡 大学 で 同僚で あ っ た興津達 朗教授 と共

　訳 し た 『記述言語学 入門』Linguisties 　and 　Your　Language （1950／1960z）の 原著者 と して

　も知 られて い る。

2） 日本語 の 古語 （大和 こ とば）の 形 容詞 に ク活 用形 容詞 と シ ク活用形 容 詞 の 二 種類 が あ

　る こ とに つ い て は大野晋 （2002 ：129−30）参照の こ と。

3） Herbert　Paul　Grice （1913 −1988 ）は英国出身 の 言語 哲学者 で あ り、米国カ リ フ ォ ル ニ ア

　大学バ ー
ク レ

ー校で 教授職を務めた 。 J，　L．　Austin（1911−1960）の 流れ を汲 み、日常的言

　語活動に つ い て、含意 （implicature） の 理論 に依拠 した
“
intention−based　semantics

”

　を考究 した 。 同氏著書 Studies　in　the　PVay　of 　Mords （1989）で 理 論の 全体像を知る こ とが

　で き る。
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